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「丑年」に願いをこめて

檜原中学校のホームページアドレス http://academic2.plala.or.jp/hinoki

１月8日（金）始業式、給食始、5時間授業

9日（土）5時間授業、弁当持参

11日（月）成人の日

12日（火）都立高推薦出願始、

実力テスト(2)

一

月

予

定

２学期終業式において、Ａ・

Ｋさん（３年）が税の作文で西多

摩納税貯蓄組合連合会から佳作

に選ばれ、校内では図書委員会

より、２学期中の朝読書の時間

で一番ページ数を多く読んだＴ

・Ｋくん（１年）が表彰されまし

た。

表彰表彰

医療従事者への「感謝のお手紙」医療従事者への「感謝のお手紙」
12月23日（水）、コロナ禍の中で日々、

私たちの命を守ってくださっている医

師や看護師をはじめとする医療従事者

の方々へ感謝や応援の思いを伝えるた

めに感謝の手紙を書き、送りました。

職場人講話職場人講話 キャリア教育の一環として、１年生の総合的

な学習の時間に東京チェンソーズの方と檜原村の役

場の方に講演していただきました。生徒はそれぞれ

の仕事の内容やその仕事についたきっかけ、やりが

いや苦労などを聴き、質問したりして、仕事に対す

る考えを深め、自分の将来を見つめました。

マラソン大会マラソン大会

冬晴れのもと、檜原学園マラソン大会が開催さ

れました。今年度も２組に分かれての1500ｍトラ

ックレースでしたが、３年生は全員が自己ベスト

を更新し、学習の成果を存分に発揮することがで

きたレースとなりました。応援に来てくださった

保護者の皆様、ありがとうございました。

薬物乱用防止教室薬物乱用防止教室 薬物が心身に及ぼす影響を理解させ、正しく判断

し、行動する態度を身につけるための授業が行われ

ました。講師に東京秋川ライオンズクラブの方をお

招きし、講話を通じて薬物依存の恐ろしさや断る勇

気、強い意志の大切さを学ぶことができました。

18日（月）専門委員会

21日（木）応急救護講習会

22日（金）私立高推薦入試

26日（火）都立高推薦入試

29日（金）不審者対応訓練、

都立高1次・前期出願始

避難訓練避難訓練ユニセフ募金ユニセフ募金
学園として、生徒会が中心となって本年度も小

学校と中学校でユニセフ募金活動が行われました。

地震が発生した時の「安全ゾー

ン」を意識した行動の仕方を確認

する避難訓練が行われました。生

徒は緊急地震速報の警告音を聴く

と、すぐにダンゴムシのポーズを

とったり、ヘルメットを着用した

りして、その後、玄関ホールに避

難しました。

12月14日（月）

男子優勝 Ｓ・Ｋ （第３学年） 女子優勝 Ｎ・Ｙ （第１学年）

12月２日（水）

11月28日（土）

11月27日（金）

合同レク合同レク 11月28日（土） クラス委員会主催の合同レクリェーションが

行われました。種目はバレーボールで、全校が

４チームに分かれ、先生も交えて戦いました。

マラソン大会のすぐ後にもかかわらず、生徒も

先生方も元気に楽しいひとときを過ごしました。

12月２日（水）～３日（木）

檜原村立図書館
作品展示のお知らせ
檜原村立図書館
作品展示のお知らせ
檜原村立図書館
作品展示のお知らせ
令和３年１月14日（木）まで、美

術科から全学年の作品、国語科か
ら１年生の作品が展示されていま
す。また、小学校５年生の作品も
展示されていますので是非、お立
ち寄りください。

Ａ・Ｋさん Ｔ・Ｋくん

冬季健康オリンピック冬季健康オリンピック
12月21日（月）～23日（水）、整

美保健員会主催で昼休みに漢字
画数クイズやなぞなぞ問題、そ
してバランス大会が行われ、生
徒は楽しく競い合いました。

今年も、元旦から東京は晴れて良い天気の日が続きました。

今年のお正月は、新型コロナウィルス感染予防のため例年とは違う過ごし方が必要となりました。

年末年始は久しぶりに離れて暮らす家族と会ったり、お正月を祝う行事に多くの人が集まったりしま

すが、今年はそのようなこともできず極力自粛しながらの生活となりました。

２日・３日と今年も箱根駅伝が行われました。毎年、なぜかテレビで見始めると時間が過ぎるのを

忘れてしまい見入ってしまいます。今年は過去にないドラマが最終１０区で起こりました。１０区が

スタートしたときには１位と２位の差が３分以上あり、私も優勝はもう決まりだろうと９区が終わっ

てテレビから目を離したのですが、ゴール目前の残り２ｋｍのところでの大逆転。この時間差での逆

転はないと誰もが思っていましたし、過去にもなかったとのことでした。逆転優勝を決めた駒澤大学

の選手はいつもより調子がいいことに走りながら気がつき、逆に追い抜かれた創価大学の選手はとく

に身体に異常があったわけでもなく、優勝が目の前という緊張からか思うような走りができないでい

たようです。普通にいけば追い上げられても優勝ができていたと思われるのに、ちょっとしたことで

こんなに影響が出るものなのかと驚かされました。何をするにしてもそのときの体調の善し悪しや、

精神的な緊張から来るプレッシャーなどいろいろなことが身体に影響し、結果を予想外のものに変え

てしまうことにあらためて驚きました。今回の出来事は、まもなく受験を迎える生徒たちにも良い教

訓になったことだと思います。全力で努力し、万全の体調で本番に臨んでいきましょう。

今年の干支は、「丑（うし）」です。正式には「辛丑（かのとうし）」にあたるのですが、『牛』

は古くから酪農や農業で人間を助けてくれた大切な動物で大変な農作

業を最後まで手伝ってくれる働きぶりから、丑年は「我慢」、「これ

から発展する前触れ（芽が出る）」というような年になるといわれて

います。過去には、「地球は青かった」の発言で有名なユーリイ・ガ

ガーリン飛行士を乗せた宇宙船が地球一周に成功した年でもあります。

また、中学生が修学旅行で京都に行った際にほとんどの生徒が訪れ、

学問の神様として有名な北野天満宮にも『牛』の像があります。この

牛の像は、「撫でると願いが叶う」といわれ「撫で牛」「ねがい牛」

などとも呼ばれています。この『牛』の像は、全国の天満宮にあり、「天神さまの使い」といわれて

います。昨年から新型コロナウィルスによって日本だけでなく世界中が多くの困難に見舞われていま

す。良いことの前触れの年（丑年）といわれる２０２１年は皆でコロナを克服し、希望に満ちた年に

なることを祈るばかりです。そして、まもなく始まる３年生の受験。ここまで本当に３年生全員が努

力しています。全員が希望の進路に進めることを祈っています。


